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市長年頭記者会見 概要 

 

■日時：令和７年１月８日（水）午前 11 時から 12 時５分まで 

■場所：市庁舎３階 庁議室 

■相手方出席者：神奈川新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、共同通信社、 

ＮＨＫ横浜放送局、タウンニュース社、 

■市側出席者：市長桐ケ谷覚、副市長柏村淳、経営企画部長仁科英子 

経営企画部担当部長山田悟史、総務部長三ッ森篤史、市民協働部長岩佐正朗 

福祉部長石井聡、環境都市部長石井義久、環境都市部担当部長須田透 

教育部長佐藤多佳子、教育部担当部長福井昌雄、消防長行谷英雄 

■陪席者：経営企画部参事米山裕昭 

企画課担当課長(広聴広報担当)須田純子、広聴広報係花光美保 

■配付資料 

・がけ地近接等危険住宅移転事業補助金 

・高橋睦郎氏文化勲章受章記念講演会市民栄誉賞贈呈式 

 

■内容：下記のとおり 

 

１．開会 

【企画課担当課長（広聴広報担当）】 

定刻になりましたので、定例の逗子市長年頭記者会見を始めます。はじめに、市長から発

言させていただきます。 

 

２．年頭の所感 

皆さん、あけましておめでとうございます。今年もどうかよろしくお願い申し上げます。 

それでは、年頭の所感を述べさせていただきたいと思います。 

１つ、昨年を振り返ってというところでありますが、何より昨年元日に発生しました能登

半島地震、これが１年の始まりにとって大変な、やはり衝撃的な出来事でありました。 

昨年の年始は、コロナも収まりつつあり、さあこれからが日常が戻ってくるとこんなふう

に感じていた矢先でありました。 

県の要請にもお応えする形で 10 名ほど、被災された町また市に職員を派遣させてもらい

ました。その他に、珠洲市には４名の職員が２ヶ月間、交代で参りました。そして、能登町

には３名の職員が３ヶ月応援派遣で行ってまいりました。消防職員については、昨年の発災

直後から延べ 30 人が応援に駆けつけております。 

私自身も、昨年の４月の 12、13 日に１日半でありましたけども、現地に行かせていただ

きました。逗子に在住の方で、旧柳田村出身の方に道案内をしていただきましたので、大変
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短い時間ながら、能登町、輪島市、珠洲市と伺うことができましたし、また、能登町長、そ

して珠洲市長ともお会いさせてもらいました。現地で生の声をお聞きして、大変勉強にもな

りましたし、衝撃的でもありました。帰ってきて、考えが相当変わりました。まず行政がや

るべき最大の責務は、その発災後３日間、72 時間に対して市民の安心、安全をどう守るか

であり、これ１点に集中するということに決めました。 

現実、１年経ってもまだ復旧には程遠い状況でありますので、１年先、２年先のことを最

初から考えるというのは、私は不可能とこう思いました。ですので、何よりも、国、県から

の支援が届くまでの、その３日間、ここに集中すべきだということで様々対策を練ってきた

ところです。 

昨年９月、第３回定例会におきましても補正予算を組みまして、その準備を始めたところ

であります。また、後ほど述べますけども、三浦半島におきましても広域の連携の動きが誕

生したということは喜ばしいことだと思って、大変歓迎しているところであります。 

続きまして、昨年、逗子市は市制 70 周年という年にあたります。イベントなど、今年度

末までを予定しております。これからもございますけども、大きくは式典等含めて昨年４月

に実施をさせていただきました。 

私は、この 70 周年という節目もさることながら、やはり逗子にとってはこの分離独立を

したということ、これをもう一度考えるべきだというふうに強く感じました。 

戦時中に強制合併をさせられて、逗子は一時的には横須賀市に併合されていたわけです

けども、昭和 25 年７月１日に分離独立をして元の逗子町の姿に戻り、そして昭和 29 年に

逗子市になった、こういう経緯がございますので、分離独立がなかりせば、今の逗子の形態

は全く違ったものになっていたと。当時、全国に 50 を超える強制合併の市町村あったそう

ですけども、分離独立を成し得たのは、８市町村ということになってまいりますので、これ

には当時の逗子町民の若者、そして医師会が動き、残り９か月というところに動き出して、

分離独立をなし得たっていうことを、これは本当に心から敬意を表する次第であります。 

逗子におきましては、70 周年として「海が好き、山が好き、逗子が好き」というキャッチ

フレーズのもとに様々な企画で、市民の方々に盛り上げていただきながら、やってまいりま

した。今年度末までの残りの期間も同様やってまいりたいと考えております。 

その中で、先日から逗子でもオリジナルナンバープレートを作成して交付しております。

この仕事始めの６日に私が庁内を回りましたけども、ちょうどその時にナンバープレート

交付を受けている方がいらっしゃいまして、いや、嬉しくなって、ありがとうございますっ

て私から声もかけましたが、こうやって少しでもオリジナルナンバープレートも普及して

いってくれればと願うところであります。 

また、昨年開催いたしました学生議会の質問を受けて、今、逗子市歌を、防災無線を通し

て放送を開始したところです。この逗子市歌を、いかに市民に愛着を持っていただけるか、

それを逗子愛にもつなげていければと今やっているところです。今後は様々な機会に逗子

市歌を演奏できるようにもしたいとも考えているところです。今、防災無線の他、庁舎のチ
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ャイムを逗子市歌にいたしました。 

また、46 年ぶりに池子の接収地の一部が返還をされました。これは昨年 11 月 30 日、実

際には 12 月 1 日に帰属ということに変わりました。残るは 40 ヘクタールということにな

りますけども、これは引き続き市民の皆さんの意見、そして国への働きかけ含めながら、今

後、動いていきたいと考えております。 

そして、逗子在住の詩人、高橋睦郎さんが文化勲章を受章いたしました。２月２日に、市

民栄誉賞の表彰、そして文化勲章受章記念講演会を予定しております。この会見の後に、高

橋睦郎氏をお招きしてございますので、会見の場を設けさせていただきます。 

その他、ご報告を１つ、がけ地近接等危険住宅移転事業という補助金交付要綱を昨年制定

いたしました。これは厚木市が先行しておりまして、県下では逗子が２番目となってくるわ

けですけども、逗子は、市の面積、市域の約 50 パーセント近くが山になりまして、レッド

ゾーンがその大半を占めているという状況であります。その中で、補助金の制度を今年度の

６月に開始したところでありますけども、引き合いは数件ございました。そこから、補助金

の支給まで至ったっていうのは神奈川県で初めてであります。 

この制度そのものを皆様に資料をお配りしていますが、国が２分の１、県が６分の１、そ

して逗子市が６分の２を出すというところでありまして、除去費用や動産移転費用、そして

滅失登記費用等にご利用いただけるというものであります。レッドゾーンにかかり、資産価

値低下、そしてなおかつ危険との背中合わせでお住まいになっている方々もたくさんいら

っしゃるということを考えますと、少しでも行政としてご支援できるところはしていきた

いということから今回制定したわけですが、制定はすれども利用されずではなく、制定して

少しでもこうしたご利用がいただけたということは、大変喜ばしいことと考えているとこ

ろであります。 

 

続きまして、今年の重点事項についてお話をさせていただければと思います。４つほどご

ざいます。 

 

①三浦半島の連携、市内防災連携について 

その１つ目としましては、三浦半島の連携、市内防災の連携についてであります。 

これは、冒頭申しました三浦半島４市１町首長連携会議が設置されました。そして、広域

でこの連携を模索するということになっております。具体的には、今後、まずは防災を始め、

幅広に様々な課題に取り組むということにしておりますけども、これは横須賀市の上地市

長の発案ですが、三浦半島は能登半島と一緒だと。道路が海岸線により構成され、真ん中に

１本と中央道路が通っている、こういう状況であり、また、トンネルがある中で１つ２つ潰

れただけでこれはもう生活インフラに相当な打撃を受けると。こういうことから、単独の市、

町で考えるべき問題ではないという強いお考えのもとスタートいたしました。 

実際には、昨年の末にそのキックオフがなされたわけですので、今後詰めていくというこ
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となりますけども、先行して横須賀市が東松島の防災施設等も視察しておられました。合わ

せて我々の方でも現地を別の時期でしたけども視察をさせていただき、広域でその防災の

対策を練るという取り組みについて、今情報を共有し始めているところであります。いずれ

にしましても、発災後３日、72 時間、命を守るということにしておりまして、それも単独

で守りきれるということでもないと考えますと、やはりこの三浦半島、広域で連携するとい

うことは大変大事だと私は考えているところであります。 

また、逗子では、地域の建設業者と協定を締結いたしました。元々あったのを、さらに、

きちんと詳細を詰めたというところになりますけども、地震また風水害その他、災害発生時

に応急復旧をしていただくということですが、今現在、逗子市内を４地区に区分けをし、そ

の４地区それぞれに担当事業者が付くことが決定されました。これは、今年度から、倒木の

処理や舗装の緊急工事、これら緊急時に、その４地区に分けて維持管理をしていただくとい

うことになってきております。 

こうした広域での連携体制、そしてまた市内での建設業者との協力体制、こういうものを

強化していきながら、市民の安心、安全を守っていきたいと考えているところであります。 

 

②小坪２丁目県有地について 

次に、小坪 2丁目県有地についてであります。 

これまで、取得、活用に向け、市民の声を聞いてきたところであります。おおむねご理解

もいただきました。そして、我々が今考える、なるべくあのままの自然を残した状態で活用

するということに対してのご理解もいただけたと認識しております 

今後の予定につきましては、当初予算で議決をいただきました後、県有地の取得仮契約を

締結するという流れであります。その後、神奈川県また逗子市議会双方の６月議会に、県に

おいては処分、そして我々の方は取得議案をそれぞれ提案するという考えでおります。この

議決を経た上で本契約の締結となりまして、用地の取得そして完了を待つということにな

ります。今の考えですと、令和７年度９月頃から公園整備を開始する予定であります。 

また、公園整備の期間は令和８年までの約２カ年を計画しているところでありまして、令

和９年の公園開園を目指しているというところでございます。 

 

③生ごみの分別収集・資源化について 

３つ目は生ごみ分別収集資源化についてであります。 

これは第４回定例会等でも盛んに議員の方々からご質問いただきました。本来は本年３

月から稼働開始予定でございました生ごみ分別収集資源化処理施設でありますけども、工

期が遅れているということで開始時期を延期するという考えでございます。 

しかしながら、今後の予定としましては、生ごみ資源化施設、これも順調に今進行してい

ると私も見ております。この完成の見通しが整った段階で開始時期の準備に入るというこ

とであります。その後、市民の皆様にご説明、そして周知を徹底していきたいと考えており
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ます。 

 

④不登校対策について 

４つ目としまして、不登校対策ですが、私は大きな社会問題と認識しております。不登校

の問題は教育だとするならば、学校で、教育関係で考えろということになりますけども、こ

れはそうではないと考えておりまして、行政全体で取り組んでいくべき課題という認識で

あります。 

今現在は、学校に行けるけど教室に入れない子、こういった生徒さんに対しましては、支援

教室で個別に対応するという体制を敷いております。そしてもう 1つは、学校には行けない

けど、例えば、逗子で開設しております教育支援センターの「なぎさ」に通う、もしくは、

フリースクールなどに通うという方々もおられます。こういったお子さんにつきましては、

学校との連携を密にするという考えで進めようとしております。 

もう 1つは、もうどこにもいけない子、引きこもっている子、こういったお子さんに対し

て、その居場所作りをどうするかというのが大きな課題だという認識です。そのためには、

池子にあります体験学習施設スマイルを活用して、その居場所づくりに挑戦してみたいと

考えているところです。 

昨年 11 月、川崎市の子ども夢パークを視察させてもらいました。これは壮大な広大な敷

地で、とても逗子にあれと同じもの作れと言われてできるはずもありませんけども、ただ、

居場所は作れるのではないかなというふうに見て感じてまいりました。と申しますのは、こ

の中にキッチンがございまして、当時、行った日のお昼、午後一でしたが、40 人ぐらいの

お子さんが食事を作ったり皆さんで食べたりしながら、しっかり活動しておりました。やは

り、この食べられる場所、これは非常に大事だろうなと感じまして、たまたま幸いにこのス

マイルの中にキッチンがありますので、これを活用して、食事の提供、また就業体験等もし

ながら、居場所を作ることができないだろうか、これなら逗子でも挑戦できるではないかと

感じてまいりました。 

また、大事なのは、子どもさんに対するケアでもありますけども、それと同時に、私は、

親、保護者の悩みに対するフォローだというふうに思っています。色々お聞きしますと、保

護者の方がその現状を受け入れるまでに相当な苦労があるのだと。私の知り合いにも不登

校の子がおりまして、その保護者の話を聞きましたけど、奥さんは割と早くに受け入れたの

ですが、ご主人はもう２年かかったと言っていました。特に昔、以前は、学校に戻すことが

不登校対策の全て対策だというふうに思っていましたので、学校に行けという、行くんだと

いうところに強制的なその圧力をかけていくということが一般的だったのではないかと思

います。今これが居場所はどこでもあるのだというふうに変わってきてはおりますが、何よ

りもその保護者が、起きた現象、事象に対して受け入れられない、様々な葛藤の中、もがい

ているように感じます。そういう意味で、このスマイルを活用して、もちろんお子さんの居

場所作りもそうですけども、その保護者への様々な対策に取り組むことを挑戦してみたい
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と考えております。 

冒頭申しましたように、この不登校の問題は学校だけの問題ではないと考えておりまし

て、行政全体、そして様々なツールを持ちながら、施設もそう、人的な手段も含めて、やれ

ることはやってみたいと、こう考えているところです。どうすれば成果が出るのかという答

えは全くないものですから、ひたすら追い求めていくということになろうと思います。 

 

最後、締めの言葉としまして、今年は、今まで仕掛けた事業が、そして今申し上げたよう

な様々なことが動き出す時でもありまして、今年の漢字 1文字で言いますと、私はこの「動」

という字を選ばせていただきたいと考えます。とにかく今年は様々なことが動くぞ、動くか

らにはしっかり結果を出していくぞ、このようなつもりで私は１年をスタートしたいと考

えています。 

逗子の目指すべき方向、これは非常にはっきりしておりまして、住宅のまちとしてさらに

磨きをかけていくということに尽きると考えております。そして、子育て世代、また、ご高

齢の方々にも、すべての世代の方々にとりましても、住みたいまち、そして住み続けたいま

ち、なおかつ、居心地のいいまち、これを目指して取り組みを進めてまいりたいと考えてお

ります。どうか１つ、この１年、皆様にご支援賜りますようによろしくお願い申し上げます。 

 

３．質疑応答 

【企画課担当課長（広聴広報担当）】 

それでは、質疑をいただきたいと思いますが、まずは、幹事社の方から質疑をお願いします。 

 

記者）小坪２丁目県有地について当初予算に盛り込むとのことでしたが、土地の購入費なの

でしょうか。実際にどのくらいの金額を予算に充てるのでしょうか。 

 

市長）もちろん購入費は、最低必要経費になりますけども、造成経費も含めて計上していく

という考えであります。詳細は所管からどこまで計上するのかお伝えします。発表では５億

というのを議会でも報告しておりますけども。 

 

環境都市部長）まだ予算編成中でございますので、詳細は当初予算の発表でご説明ができれ

ばと思いますけれども、取得費と、公園の整備は来年度始まりますので、まずそれに係る費

用を提案するということで考えております。 

 

記者）５億でいいのですか。 

 

市長）予算編成中ですので、明確な数字はそれまで待っていただければと思います。 
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記者）議会では報告していたのでは。 

 

市長）12 月議会では約総額で５億円と報告しています。取得費と整備費です。 

 

記者）すいません、おそらく多くの記者が来たばかりで、これまでの経緯などを含めた資料

を用意できますか。 

 

環境都市部長）一昨年前の 12 月に全戸配布した当初の趣旨や考え方を示したチラシと、11

月に市民説明会で使用したパワーポイントの資料がありますので、お配りできます。 

 

記者）今後のスケジュールですが、令和７年９月から公園の整備が着工、令和９年度に公園

が開園でよろしいのでしょうか。 

 

市長）令和９年度としております。 

 

記者）具体的にどういう公園になるのでしょうか。基本構想など、これから策定するのでし

ょうか。 

 

環境都市部長）来年度市予算に向けてのこの市民説明会で市民の皆さんに説明している資

料の中でそれ示しておりますので、後ほどお配りするということでよろしいでしょうか。 

 

記者）長年の懸案であったと思うのですが、市長自身のお気持ちをお願いいたします。 

 

市長）この問題は、もう 40 年継続してきました。当初は、市は県の所有であり我々は判断

できないと、しないと、こういう立場でずっと来ていたわけですけども、県が民間売却をす

るという計画を発表されました。そうしましたら、1万筆もの要望書、陳情が県知事の方に

上がりまして、これはもう民間に渡ってからでは事はさらに複雑になると私は判断しまし

た。そこで、それまで逗子として活用はしないとずっと明言してきたところでありますけど

も、活用について検討するということを、庁内で認識を 1つにしまして、県の副知事にお話

に伺いました。それから検討を重ねてきて、市民も良しとする、我々もここは活用を考えて

いくということに舵を切ったというところであります。ただ、住宅を作るとか、何か大きな

施設を作るという考えはございませんので、自然のその環境を保存するような形での活用

を考えるというところで進めてまいりました。 

 

記者）５億円という規模は市の予算の中では大きな負担になると思うのですけれども、その

価値があると判断をされたと思います。その公園として整備するとして、逗子市にとってど
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ういう価値がある、市民にとってどういったメリットがあるとお考えでしょうか。 

 

市長）景色その他は、非常に素晴らしい環境にありますので、こういったものが市民の総意

のもとに公園として活用していただけるということならば、将来に亘っても所有する価値

はあると考えました。 

あとは活用の仕方ですが、ここにいろんな付属の建物を作るという考えはございません

ので、自然を生かした公園としてどう活用するかということだと思います。今おっしゃられ

るように、金額に関しては相当大きい負担になりますので、国、県とも、そこは相談しなが

ら最大限ご支援いただけるように今進めてきているところであります。 

 

記者）生ごみの分別回収についてですが、すでに葉山町は議会の方で７月の完成とアナウン

スしていますけれども、それを信じるのであれば、逗子市の分別回収の時期はいつ頃になり

そうでしょうか。 

 

市長）躯体としてはこれから上屋が立つのですが、基礎工事は昨年おおむね進行したなとい

うふうに思っています。この後は建屋の工程が残っていまして、ここまで来れば工程はおそ

らく読めるであろうと思います。そういうことから見て、葉山町側の進捗の報告を受けなが

ら我々の方は準備に入っていくという考えでおります。 

 

記者）それは、時期は明言できないという意味でいいのでしょうか。 

 

市長）今は、私は建屋が完成した状態を見てからというふうに申し上げています。建屋が完

成した後、試験運行、運用に入りますので、まだそこから時間もかかる。ですから、どの時

点で期日が確定するかは、現時点ではできないと。ただ、それは遠からず見えてくると、こ

ういう状況と考えています。 

 

記者）それは、例えば 7月に完成したら、7月もしくは８月からということでしょうか。 

 

市長）私は出来上がり次第、速やかにとの考えでいます。ただ基礎ができたからもう大丈夫

ですよという話ではないと思いますので、この進行を今後ずっと協議しながら進めていく

という考えでおります。 

 

記者）当初、３月からの分別回収の開始が、その時期が仮に４か月遅れるとなると、その部

分、色々な余計なコストがかかると思うのですけど、その辺の精査はどのくらいされている

のでしょうか。 
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市長）それは今後話し合いを進めながらやっていくという考えでおりますので、現時点でい

くらとか、時期がどうだとかいうことは、今申し上げられるタイミングではないと考えてお

ります。 

 

記者）議会の方は葉山町に損害の補填をさせようと言っていますけれども、市長のお考えは

どうでしょうか。 

 

市長）これはやはり事業ですから、市民の税金をお預かりして我々は逗子市の運営をしてい

る、その中にもし逗子市以外のところでの費用の発生があったと仮定するならば、それは正

当に話し合いをしていくべきだというふうに思います。 

 

記者）つまり、葉山に請求する事は可能性としてあるのでしょうか。 

 

市長）それはあると思います。例えば、本来なら３月に開始するならば、粛々と今までやっ

てきたもの、それを止めざるを得ない、案内にしろ、印刷物のすり替えにしろ、そういった

ものというのはどうしても物理的に発生してくると思いますので、そういったものを含め

て、今後話し合いをするというところだと思っています。 

 

記者）不登校のことなのですけど、このスマイルでの事業は、これは新規事業ということに

なるのでしょうか。 

 

市長）不登校対策という意味では新規事業になります。今までは体験学習施設ということで

ありましたので、そこに不登校の問題というのは定義されておりませんでした。ただ、十分

そこに不登校として活用する余地はあると考えたものですから、そういう意味では新規事

業に近いものだと思います。 

 

記者）それはいつからでしょうか。 

 

市長）来年度準備をいたします。そして、特に新しい施設を作るということではございませ

んので、改修は必要になるところあろうと思いますけども、運用の仕方を我々の方でどう構

築するかとなりますから、年度内に、この３月までにできるだけ詳細の運用を詰めて、そし

て新年度から着手していければと考えています。 

 

記者）不登校のところで追加でお伺いしたいのですけれども、実際に子どもさんが利用する

時期としては、今のところいつぐらいを想定されているのでしょうか。 
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市長）今現時点でいつ、実際に子どもさん、子どもの居場所作りが開始できるかというのは、

そこまでは確定していませんけれども、できるだけ早くにそれは実現したいと考えており

ます。 

 

記者）一度にお子さんを募集するというよりは、イベントとかそういったものでちょっとず

つ使っていくという形でしょうか。 

 

市長）そのような感じです。 

 

記者）あと、不登校の対策のところで、近隣ですと、例えば鎌倉市さんがフリースクールに

通う方へ助成をされていますが、そのようなご検討は今のところはどうでしょうか。 

 

市長）今、そこはしておりません。必要であるならば、しなければとも思いますけども。た

だ、行政がやるべき課題として、お金を出せば全て解決していくというなら、それはどうい

う助成金を支給していくかということになりますけど、私はお金ではないような気がする

のです。やはりもうみんな心が疲れてきていますから、そこに１つ１つ寄り添うということ

考えると、最初にお金ありきじゃないというふうに考えております。 

 

記者）小坪２丁目県有地は、県議会、市議会対応があることですが、ほぼ、このスケジュー

ルどおりで確定でしょうか。 

 

市長）私の考えは、ほぼこの通りに行くのではないかと思うのですが、担当の方で補足を。 

 

環境都市部長）取得に関わるスケジュールについては、今年度、早い段階から県の担当課と

市の担当課の方でかなり密に情報共有して、お互いのスケジュールを合わせるような形で

連携してスケジュールを立ててきておりますので、そこに関して心配はないと担当として

も思っております。 

 

記者）知事も了解しているような感じですか。 

 

環境都市部長）そのように聞いております。 

 

記者）生ゴミなのですけれども、今までパンフレットとか指定袋とかもう作成済みで、あと

その４ヶ月分のゴミ処理料もかかってくると思うのですが、その市長は、正当に話し合いた

いというのは、その損害賠償みたいなものを提起する、それとも、穏やかに対処する、どの

ようなスタンスなのでしょうか。 
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市長）私の考えそのものであれば、裁判に訴えるなど、こういうものではなくて、今後とも

長く広域で連携していくわけですから、そこは話し合いをしながら落としどころを見つけ

出そう、とこう考えております。葉山町との生ごみの広域もありますし、今、冒頭申しまし

たように三浦半島での広域という問題もありますので、これは争うような話ではないのじ

ゃないかと僕自身は思っております。 

 

記者）小坪２丁目県有地の問題ですが、この整備計画というのはいつ作ったのですか。元々

県有地の状況のまま、他人の土地のところに計画を描いていたということでしょうか。あん

まりそういうケースは見ないので。 

 

環境都市部長）昨年度、取得に向けて検討に動き出すという段階から県の方とはその辺のと

ころのお話をお伝えさせていただいた上で進めております。今、お配りした資料につきまし

ては、市民説明会での資料をベースにパブリックコメント用で作成した資料になりますの

で、これは今年度作成したものでございます。 

 

記者）市民説明会はどのくらいの人が来て、どういう意見が出たのでしょうか。 

 

環境都市部長）説明会につきましては、11 月 10 日に開催しまして、31 名の方に参加いただ

いて、10 時から 12 時、２時間の予定を目いっぱいかなりいろんな質疑がなされました。質

問、意見や、この整備計画について、これはどうなんだ、あれはどうなんだというような内

容を確認する、そういった質問が多かったと思います。具体的なやり取りというところでは、

例えば、駐輪場を整備しないでほしいや、公園の開園時期はいつなのかと、そういった質問

があったり、管理者が常駐するのか、禁煙にしてほしいとか、お酒は飲んでもいいのかなど、

そんな諸々のいろんな質問がありました。 

 

記者）県がこの場所を民間の売却の方針を示したのが 2023 年で、市は結局その公園にする

という発想は、いつ頃、どういう形から出たということなのでしょうか。 

 

市長）23 年に売却の方向性が示されました。それを近隣の住民の皆さんは大事と捉えて、

そこから一気にその署名活動が始まってまいりました。そこで、どういう使い方ならいいの

かと問うと、皆さん、現状のまま、このまま残してほしいと、こういう声が大半でございま

して、今、説明会の出席者は 31 名という話ございましたが、実際に一昨年の８月 10 日頃に

１番最初、小坪コミュニティセンターで開催しました説明会、これにはもう 100 人を超える

皆さんがきて、それは大変な騒ぎになっていました。その説明会の冒頭に、副知事もお会い

して市として活用について考えると、こう申し上げました。ですので、市民の皆さん、そこ
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でもう安堵した顔をしておりました。よく記憶に残っております。そういった住民説明会は

他にも２度、３度やってまいりましたので、今年度に関して最後の段階での 31 名というこ

とであり、おそらく住民の皆さんもいい方向に行ったということで安堵しているのではな

いかと、そういうふうに推察をしております。 

 

記者）市長としては、自然を残すというところで、住民にとってどういう公園になってほし

いという希望はありますか。 

 

市長）自然な状態を、作り物をいっぱい作っていこうというものではなくて、自然のまま楽

しめる状態にする。ただ、危険度はかなりあるのです。相当、樹木が高木になってきていま

すので、この管理伐採をしていかないと、今後 10 年、20 年後には倒木による事故があると

いうことも十分考えられますので、この機会にこういった周りの樹木の環境も含めて管理

伐採をしっかりやるべきだという考えで私はおります。そして、一部は駐車場等の設置もし

ながら、近隣の方だけではなくて、逗子市民がやはり憩いの場所として活用できる場所にす

るべきだと、こうも思っておりますので、その整備に向けて準備をしていくということにな

ります。 

 

記者）生ごみの分別回収のことですが、当面４か月間は生ごみに関しては逗子の焼却施設を

利用する。元々、鎌倉市から年間 8,000 トンですか、受け入れる予定だったと思うのですけ

れども、それはやはり受け入れられなくなるということの理解でよろしいのでしょうか。 

 

環境都市部長）前提として、元々、逗子市で生ごみ分別収集をした時にどこまで焼却量が減

るかというのは不確定要素があるということで、逗子市と鎌倉市で結ぶ規約案においても、

実施計画で過去に設定した数字を載せつつ、量については実態の量に合わせて協議して決

めていくという、変動ありきの考え方だったのですが、いずれにしても、当初、逗子、葉山

の生ごみ分別収集して、本来ならば逗子と葉山両方の焼却量が減る、それに応じて決まって

くる想定だったのですが、逗子は少なくとも延期するということでありますので、延期に伴

って減らない部分については鎌倉市からの受け入れ量も減るということになります。 

開始時期ですけれども、来年度に入って、市長が申されましたように、一定の目処が見え

てきたところで、そこからですので、当初予算には、生ごみ分別収集にかかる予算は載せら

れません。どこかのタイミングで議会に補正予算を提案して、議決を経てから、契約手続き

等の準備を始めるということになります。開始に係る準備期間は一定程度かかると考えて

おりまので、３月開始が単純に４か月伸びるということではないとご理解をいただければ

と思います。 

 

記者）この不登校対策ですが、その新しい事業についてはわかる資料はありますか。 
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教育部担当部長）特に現在資料はありません。今、予定しているのは、体験学習スマイルの

施設の中に不登校のお子さんが靴を脱いでいられるようなスペースを作るということと、

あと不登校について関係する庁内の所管と連絡会議みたいな形で立ち上げて、不登校に関

わる政策というのを、例えば１つの地図で見られるようにするというようなことを考えて

いるところです。 

 

記者）その料理を作ってというのは、どういう感じでしょうか。 

 

教育部担当部長）スマイルの施設の中に調理スペースがありますので、それを使って不登校

の方たちが調理をしたり食べたりとか、あとは喫茶店もありますので、それも何か活用でき

ないかというようなことを今後考えていきたいと思っております。 

 

記者）あくまでもソフト面でしょうか。 

 

市長)これは、どれが不登校対策にピンポイントでうまくいくかというのは、やってみない

とわからないところでありますので、試行錯誤、特に 1年目はあらゆるいろんな可能な政策

を打ちながらも、どれがフィットしてくるかを見極めながら進めていくことになろうと思

います。 

 

記者）やっていくけれども、もう少し先になるということですね、開始する時はまた整理し

て教えていただけるということでよろしいでしょうか。 

 

教育部担当部長）その都度、発表させていただければと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

 

記者）今回の案件ではないのですが、百条委員会が設けられていた元議員の関係のことで、

百条委員会の報告で、刑事告訴せよという内容のものを市側に提出されたと思いますけれ

ども、まずこの問題についての市長の所見をお願いいたします。 

 

市長）そういうのがございました。これに対しましては、市としては、金額的な部分、損害

金等は発生せず返還をされたということもあって、一定の解決はそこでは見たということ

から、告訴というのは行政側としては取り行わないと考えているところであります。しかし

ながら、議員の側では、そうではないとこう言われておりますけども、明確に逗子市に損害

を与えているとするならばそれは対象となろうと思いますけども、そうではないという判

断のもと、行政側としては行わないという考えでおります。 
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記者）告訴は被害が発生していないので行うことはできない。逆に言うと、公務員の告発義

務みたいなもので刑事告発はできるような気もするのですが、そこについてはどうでしょ

うか。 

 

市長）この問題に関しましては、我々、行政側としては告訴せずという考えをまとめたとこ

ろであります。 

 

記者）その考えをまとめたというのは、百条委員会の報告書が来てから再度検討して、最終

的に告訴をしないという結論に至ったという理解でよろしいのでしょうか。 

 

市長）これはもう最初から議員側にも告訴はしないと我々は伝えていたかと思うのですが。

それ齟齬があってはいけないので、所管から説明いたします。 

 

福祉部長）当初から告発はしないというところで一旦答弁をしてきていました。ただ、百条

の結論としての内容はいただいていて、その間、内部では協議をしているというふうに申し

上げておりましたけれども、最終的な考え方としては、今、市長からありましたとおり、行

わないという考え方です。その理由は、告発を行うには、一定、その詐欺、仮に詐欺という

ことであれば、一定金額等を明確に示す必要があると。その明確に示すためには、市側には、

実際に行われてないサービスが確実にあったということを、通われている児童の保護者に

何月何日のどなたが何分というものを明確にする必要があると。ただ、その場合は、それは

ある種、２次的な被害と言いますか、通われていた方にとってはそういったものは精神的な

負担になるだろうと。そういうところを考えると、市としては告発すべきではないと考えて

いるというところでございます。 

 

記者）要するに、告訴も告発もしないということですね。その百条委員会が開かれた間は、

市は内部で検討していますという言い方をずっとされていたと思うのですけれども、それ

は結局、もう最初からもう結論も固まっていたということなのでしょうか。 

 

福祉部長）いえ、議会のその指摘に応じて内部での検討はしておりました。ただ、その結果

としては、現在、告訴は行わないというところです。 

 

記者）確認ですが、その告訴を行わないと最終的な決定をしたのは百条委員会の報告が出る

前から決定をしていた。結局、報告書が出たとしても、それは特にもう 1回再考することも

なかったということでいいのでしょうか。 
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福祉部長）結果は、百条委員会の報告書というのは資料のところでも確認をしておりますの

で、その確認をした上で最終的な決断に至ったというところです。 

 

記者）最終的な決断をしたのはいつの話ですか。決裁とかはありますか。 

 

福祉部長）特段、書面での決裁というのは行っておりません。 

 

記者）市長は、百条委員会の報告書を見た上で告訴をしないという結論に至ったという理解

でいいのでしょうか。 

 

市長）今、部長申し上げたように、そうなった暁には、今度そこに通われていた児童、保護

者、そこへの相当な負担があることを考えれば、これは今果たしてやることが正しいのかど

うかという判断のもとに、しないという判断に至ったというところであります。 

 

記者）それは理解できるのですけども、百条委員会が出した報告書ですので、それはだいぶ

重いものだとは思います。その結論に市が従う義務はないですけれども、やはり、議会との

関係の中では、一定程度、配慮しなければいけないものだと思うのですけど、そこはどうで

しょうか。 

 

市長）この考え方につきましては、相当前から議会の方には、我々がそういうことから告訴

は考えにくいということはもう伝えていましたから、その上で、わかった上でまた告訴しろ

というふうに言ってきているということは、改めて同じ答えを返していくということにな

らざるを得ないというところだと思っています。 

 

記者）百条委員会の中で、内部告訴するかしないかについて内部で検討しますと何度も市が

言っているのを聞いているのですが、再考の余地があるのではと議員が受け止めての報告

書になったのと思うのですが。あやふやな表現ではなく最初からできないというべきでは

なかったのでしょうか。 

 

福祉部長）そもそもこれは、百条委員会の報告書の前に議会としての決議ということがござ

いました。そういう意味で言えば、百条委員会の報告書とともに議会の決議というのは非常

に重いものだと思っております。その重いものを、百条委員会で新たに審議がされたので、

その間は一定、こちらとして、結論として先延ばしすべきだろうというところであります。 

百条委員会の中で確かにこの質問がありましたけれども、議会の決議という重いものを、

１補助職員である私が、する、しないというところを述べるべきではないだろうというとこ

ろがありましたので、そこについては、ある種あやふやな発言だったかもしれませんが、そ
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の段階で、補助職員として、回答、答弁すべきではないというところから、あの段階では少

し結論を伸ばしたような、そういうような答弁をいたしました。 

 

記者）議会としても百条委員会を開いてまで結論に至ったわけですが、そこの辺は大丈夫な

のでしょうか。 

 

市長)その先は見通せませんので、常に誠意持ってお話をしていくというところだと思いま

す。我々の方が、今から、これまで申し上げてきた考えを変えて告訴します、告発しますと

いうことには、私はならないと考えています。 

これは何よりも被害に遭われたご家族、そのご父兄、お子様の立場というものを優先すべ

きだと私は考えますので、物理的損害が逗子に発生しているとするならば、これは市民の税

金をどういうふうにやるかということから、しっかりとするべきではありますけども、そう

考えて、私は総合的に判断しながら、今後も議会側と話し合いをさせてもらうという考えで

おります。 

 

記者）その考えは、改めて報告書が出た後に、市長もしくは副市長から、議会には既に伝え

ているということでしょうか。 

 

市長）それは伝えていません。首尾一貫そういう考えと伝えてやってきましたので。 

 

記者）ご発表内容とは別件ですが、逗子市にあるマンションの敷地で斜面が土砂で崩れて巻

き込まれた高校生の女子生徒がお亡くなりになった事故から、来月２月５日で、発生からち

ょうど５年という月日が経つと思うのですけれども、この間、様々な、民事でも刑事でも動

きがありましたが、改めて現在の市長としての思いを、あるいは市としての受け止めをお聞

かせいただけるでしょうか。 

 

市長）本当にあってはならない事故がああして起きました。もう早いもので、この２月５日

で５年になりました。おそらく亡くなられた高校生はその翌春に４月から大学生というこ

とでしたので、逆算しますともう大学も卒業している時期にもなってまいります。 

逗子市としてこれまでも精一杯の対応してきたところでありまして、ご遺族の方々には

逗子市の思い、誠意というのは伝わっているのではないかと勝手にそこは想像しておりま

す。そして、この斜面地の崩れがですが、その後、国においても大きな反響を呼んだと考え

ております。 

マンションの管理組合との係争も最終的には決着し、我々が先行して工事をする、そして

安全を確保する、そしてその費用に関しては後日精算をするということで、マンション管理

組合の方とも説明して取り組んでまいりましたけども、それも一定の解決を見たと思って
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おりますし、行政がどう取り組むかということにおきましては、大変な惨事ではありました

けども、逗子市として行ってきた対策そのものはそれなりにしっかりとした方向で進んで

きたのではないかなと思います。 

私は常に、年頭の挨拶でも職員に伝えているところですが、先手必勝、段取り 8分、これ

がもう私のこれまでの人生の全てですので、もう段取りが悪く後手に回った時はもう取り

返しがつかないものになるのですけども、まさに今回も、考えられる様々な、国への交渉、

県への交渉、そしてマンション管理組合との交渉、こういったものを、我々が言われて動く

ではなく、先手で動いていくべきという考えの結果、取り組んだことが早々に行われ、今大

きな問題もなく５年が過ぎたというところだと思っております。 

こうした様々な災害というものは、いつ何時起こるかわかりませんし、常にその先手必勝

の考えでで、やるべきことは躊躇せず手を打つということだろうというふうに思いました。

あの時に議会のご承認いただいて先行して改修工事をするというには、議会側も理解しな

いとその予算執行はできなかったわけですけども、議会もそれに対しては理解を示してい

ただき、そういった対議会との関係も非常に良好な中から、全て物事先手で対策が打ててき

たのだなというふうに感じております。本当に２度とこういうことがないように、今後も気

を引き締めてやっていかなければと思うところです。 

 

記者）何か追悼行事など、市として何か予定されているものはありますでしょうか。 

 

市長）例年どおり、２月５日、朝７時 58 分に現地にて追悼式を行います。 

 

４．閉会 

【企画課担当課長（広聴広報課長）】 

それでは、以上で本日の記者会見を終了とさせていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

 


